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  平成２８（２０１６）年度 事業報告書

⽇本学⽣⾃転⾞競技連盟       Japan Intercollegiate Cycling Federation 

インカレ 伊⾖

明治神宮外苑⼤学クリテリウム  
2017年３⽉12⽇ 

パラサイクリング・タンデムロードレース実施 
三笠宮彬⼦⼥王殿下が⼤会をご観戦

個⼈ロード ⽊祖村JICF国際TRACK CUP

創⽴８０周年祝賀会 京王プラザ

学⽣選⼿権 松本美鈴湖



１ はじめに 
 平成２８年度（２０１６年度）に本連盟は創⽴８０周年を迎え、１０⽉に記念祝賀会が開催されまし
た。また当年度に開催されたリオデジャネイロ五輪にはトラック・オムニアム男⼥、ロードレースに本連
盟卒業⽣が参加し、活躍しました。 
 全⽇本⼤学対抗選⼿権⾃転⾞競技⼤会は伊⾖市で実施され、伊⾖ベロドローム、５ｋｍサーキットは多
くの観客と関係者で埋まりました 
 全⽇本学⽣ロードレース・カップ・シリーズは創設から１２年⽬を迎え、最終戦（明治神宮⼤学クリテ
リウム）は⽇本国内初のパラサイクリングＵＣＩポイント対象・公道使⽤タンデム・ロードレースを実施
し、また昨年に引き続き三笠宮彬⼦⼥王殿下のご臨席を賜るなど、⼀定の社会的評価を得ています。 
 全⽇本学⽣トラック・レース・シリーズも開催数を増やすとともに、参加資格取得のタイムレースと競
技経験向上のポイントレース等のバランスをとり、トラック競技やロードレースにおけるスピード⾯での
強化に貢献しています。また、本連盟主催UCIカレンダー登録トラック国際⼤会も開催され、競技内容の
国際化を果たしつつ⼀定の社会的評価を得ています。   
 普及啓発活動においては、警視庁と連携した「モデルサイクリスト事業」の実施による交通安全プロモー
ションを前年に引き続いて推進したほか、改めて加盟校に安全⾛⾏に関する注意喚起を⾏ってきました。 

２ 加盟校数・登記選⼿数等の推移 
 ２０１６年度は加盟校数については、新規加盟
と今年度未登録が拮抗し、横ばいとなりましたが、
登記選⼿数は７２７名と前年対⽐４９名・７ポイ
ントの増加があり、過去最⾼記録更新となりまし
た。近い将来に１００校・１０００名を⽬標とし
ているところでありますが、引き続き加盟校・登
記選⼿増加に向けた努⼒が必要であります。部員
数の少ない加盟校が加盟を継続しやすくする施策
（⼀定の指導・運営ノウハウの供与など）と、加
盟校空⽩都道府県での新規加盟校発掘対策が必要
と考えられます。 
参考：JCF登録競技者数：7,983名(2016年３⽉）
から8,411名(2017年３⽉）に増加しています。 
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西暦 平成 加盟校
男子登記
選手

女子登記
選手

登記選手
計

評議員
賛助 
会員

審判登録
者数

1995 7 60 570 264 140
1996 8 59 517 270 114
1997 9 59 479 38 517 261
1998 10 59 441 34 475 270
1999 11 58 461 31 492 278 83 135
2000 12 58 449 31 490 81 180
2001 13 62 412 317 85 176
2002 14 61 386 323 79 151
2003 15 62 397 323 110 148
2004 16 55 429 32 461 323 99 133
2005 17 57 395 33 428 323 76 144
2006 18 60 469 23 492 349 89 161
2007 19 59 505 33 538 351 88 154
2008 20 54 498 22 520 326 83 128
2009 21 49 521 25 546 328 77 125
2010 22 53 531 30 561 355 59 121
2011 23 54 552 30 582 354 63 92
2012 24 56 552 33 585 354 61 98
2013 25 54 555 31 586 357 66 90
2014 26 53 559 36 595 352 60 100
2015 27 54 643 35 678 352 82 123
2016 28 59 692 36 727 353 68 118

加盟校・登記選⼿数推移
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３ ⼤会の実施と参加者の推移 
 本年度事業⽇程に則り、下記の通り諸⼤会が実施されました。⼤会等当連盟主催事業への参加者数のべ
⼈数はＲＣＳのラウンド数減少（美⼭ラウンド無し,埼⽟の事故のよる中⽌）がありましたが、微増となり
ました。既存の個々の⼤会はそれぞれの受⼊キャパシティの限界に達してきており、参加者総数の増加に
はさらなる⼤会数の増加が必要な状況です。 
 年間を通じた⼤会数・参加機会の確保は競技活動の基本であり、引き続き各都道府県連盟や地⽅⾃治体
との連携、協賛企業の協⼒を仰ぎながら、学⽣競技者の競技参加機会確保につとめ、同時に開催地域にお
ける⾃転⾞競技振興への寄与を図っていく必要があります。 
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４ 選⼿権⼤会の開催 
・全⽇本⼤学対抗（インカレ）： 
 静岡県伊⾖市・⽇本サイクルスポーツセンターでトラック・ロードレースを開催。⽇韓対抗代表選⼿選考会
を兼ねました。総合成績は、男⼦・⼥⼦ともに⿅屋体育⼤学が優勝しました。近年の競技⼒向上の成果もあり、
多くの⼤会新記録と学連新記録が達成され、近年の学⽣競技者の競技⽔準向上が感じられる⼤会となりまし
た。 
・全⽇本学⽣選⼿権個⼈ロードレース⼤会： 
例年にならい⻑野県⽊曽郡⽊祖村 奥⽊曽湖・味噌川ダム周回コースにて男⼦181km、⼥⼦100kmで⾏われま
した。男⼦は⿅屋体育⼤学の徳⽥優選⼿が優勝。⼥⼦は筑波⼤学１年⽣の梶原悠未が優勝、ＯＧの合⽥・樫⽊
が参戦して２，３位、慶應義塾の福⽥咲絵が４位と、新星・ベテランが奮闘しました。 
男⼦は欧州派遣代表選考会のひとつとして位置づけられました。 
・全⽇本学⽣選⼿権トラック⼤会： 
⻑野県・松本市美鈴湖⾃転⾞競技場（屋外３３３m）で開催され、多くの⼤会新記録が達成されました。 
・チームロード選⼿権： 
前年に引き続き埼⽟県加須市・⽻⽣市の利根川河川敷にて開催されました。⾛路幅が狭い等の弱点があるもの
の、⾸都圏からのアクセスに優れ多くの観客・応援者がかけつけました。スタート・フィニッシュ地点は昨年
に引き続き「おおとね童謡のふるさと室」で、補給地点を折返し近傍に設置され、上位８チームには⾞輪サポー
ト⽤オートバイの伴⾛が⽤意されました。⿅屋体育⼤学が優勝しました。 
・個⼈ロードタイムトライアル選⼿権： 
永年に亘り普及⼤会として⾏われてきた個⼈ロードタイムトライアルですが、世界選⼿権・オリンピックでも
主要種⽬として位置づけられ、⽇本⼈は不得意とされているものの、素の実⼒を計り強化の基本となる種⽬で
あるという重要性に鑑み、選⼿権⼤会として位置づけられることとなりました。またタイムトライアルの特性
として、オープン参加を取り⼊れても選⼿権者の決定に影響が出にくく、パラサイクリストなどへ⾨⼾を開く
⽅針で実施されています。 
・全⽇本学⽣クリテリウム選⼿権：滋賀県東近江市で開催されました。 
・東⻄学⽣選⼿権トラック： 
東⻄共に２⽇間開催として開催されました。東⽇本は福島県泉崎サイクルスタジアムで、⻄⽇本は⼤阪・岸和
⽥競輪場で開催されました。 

５ 強化・普及⼤会の開催 
・全⽇本学⽣ロードレース・カップ・シリーズ 
 シリーズ戦は2005年度２戦を⽪切りに現在は１２戦程度が⾏われ、明治神宮外苑⼤学クリテリウムを最終戦
とするスタイルが定着しています。各地の都道府県連盟と連携して企画され、学⽣競技者の⼤会参加機会増⼤・
地域における⾃転⾞競技活性化の両⾯において⼀定の成果をあげ、選⼿権⼤会の参加資格を持たない選⼿にとっ
ては参加資格を得る機会数の増⼤、すでに参加資格を持っている選⼿にとっては実戦レースに於ける技量の⾼
揚の効果があり、近年の新規加盟校・新規登記選⼿の増⼤にも寄与していると考えられます。当年度は、「明
治神宮外苑⼤学クリテリウム」が１１回⽬を迎え、オーストラリア・メルボルン⼤学チームが参戦して積極的
なレースが⾏われ、多くの観客の皆様がお越しになり、昨年に続いて三笠宮彬⼦⼥王殿下も観戦にお越し頂く
光栄に浴しました。更に2020東京パラリンピックに向けた施策として、⽇本国内で初のパラサイクリングＵＣ
Ｉポイント対象タンデム公道レースを実施しました。 
東京臨海部における「湾岸クリテリム」も東京都⼼部開催クリテリウムとして定着しました。シリーズ戦は基
本的に競輪補助⾦に依存せず、参加料・ ⼀般企業協賛⾦ ・開催地地⽅公共団体の協⼒により運営するスタイル
をすでに確⽴していますが、今後の補助⾦減少に左右されずに学⽣競技者の⾛る機会を確保する努⼒が引き続
き必要と考えられます。 
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・ロードカテゴリ制 
 ロード選⼿のカテゴリを実⼒別にクラス１，２，３，に分類し、選⼿権⼤会の参加資格者が決まる制度も定
着してきました。これにより、本戦参加時までのレース経験度があがり、選⼿権⼤会の安全性・競技レベルが
向上しつつあると考えられます。クラス２の層の厚みが増したため、選⼿権⼤会でのエントリー資格はクラス
２に限られるようになりました。クラス３は実⼒差の幅が広がりつつあり、特に春先の飯⼭ラウンドなどにお
いてスキルアップ講習などの対応を⾏っています。 
・全⽇本学⽣トラック・レース・シリーズ  
 ポイントレースなど競⾛系種⽬の実戦経験レベル向上を⽬指して開始されたTRSも、参加資格取得のための
記録会的性格も備えて参加者も増え、定着してきました。近年の選⼿権⼤会での⼤会新記録・学連新記録の続
出に寄与して成果をあげていると考えられます。 

６ 国際⼤会の開催・参加 
・本連盟が主管・主催者として実施してきた「寬仁メモリアルワールドグランプリ」は本年度からＪＣＦ主催
「ジャパントラックカップ」にその称号を譲り、替わって本連盟主催ＵＣＩポイント対象トラック⼤会として
２０１６年７⽉に⻑野県松本市で「ＪＩＣＦ国際トラックカップ」を実施しました。UCIカレンダー登録クラス
２の⼤会としてUCIポイントが獲得可能な⼤会で、トラックレースシリーズ最終戦と併⾏開催するこことによ
り、学⽣がUCIポイントを獲得するチャンスをより広く確保することに貢献しています。 
・⽇韓学⽣対抗⾃転⾞競技⼤会が⽇本で開催されました。この形式での開催は今回が最後となり、⼤学はアジ
ア⼤学選⼿権への参加、外苑クリテリウムへの招待、ＪＩＣＦ国際トラックカップを通じて引き続き⽇韓学⽣
の交流を図っています。 

７ 会議・事業運営 
２０１６年度役員により運営されました。⼤会準備会合は毎週⽔曜⽇夜の定例会議を中⼼に進められました。
⽇程に従い評議員会、理事会、委員会等を開催しました。 
各⼤会の準備および当⽇の運営にあたっては、当番校からの学⽣委員も前年より多数の参加が得られるように
なり、⾃分達ならびに後輩の⾛る機会を⾃ら確保する、という運営形態をより強固なものとしつつあります。
本年度より、パールイズミ株式会社さまから運営⽤⾞両の貸与をうけ、競技⼤会運営に使⽤させて頂いており
ます。 

８ むすび 
 加盟校数・登記選⼿数など裾野の拡⼤は、⼀進⼀退を経ながらもゆるやかに進⾏しており、当年度は過去最
⾼の登記者数を記録しました。海外における⼤会での本連盟学⽣選⼿ならびに本連盟出⾝選⼿の活躍も活発化
しつつあります。 
 シリーズ戦の地⽅開催など、⾃転⾞競技の普及発展にも⼀定の成果を上げ、それがインカレへの注⽬度の⾼
まりにも貢献し、継続可能な体制に向けて事務局運営の⾒直し、学⽣委員・当番校制度の活性化が定着してき
ております。多くの関係者が連盟運営にかかわりつつ、低コストで⾼度な運営が可能な体質獲得に向けて⼀層
の努⼒を続けていくことが望まれところであります。 

⽇本学⽣⾃転⾞競技連盟２０１６年度 最優秀選⼿ 
※トラック／ロード ランキング年間最上位者 

 男⼦ トラック 宮本 隼輔（中央⼤学）  ロード  野本  空（明治⼤学) 
 ⼥⼦ トラック 橋本 優弥（⿅屋体育⼤学） ロード  福⽥ 咲絵（慶應義塾⼤学） 
 
 全⽇本学⽣ロードレースカップシリーズ総合：  野本  空（明治⼤学) 
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